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はじめに（定住自立圏構想とこれまでの流れ） 

 

１． 定住自立圏構想 

定住自立圏構想とは、圏域を構成する市町村や民間企業等 

が互いに役割を分担し、連携協力して圏域全体の活性化を図 

ろうとするもので、人口 5 万人程度以上の要件を満たす「中 

心市」が近隣市町村と協定を結び「定住」のための暮らしに 

必要な諸機能を総体として確保するとともに、「自立」のため 

の経済基盤や地域の誇りを培い、圏域全体として魅力あふれる 

地域を形成していくことを目指すものです。 
 

２.  定住自立圏の形成の流れ 

平成 28 年 6 月に宇和島市が国の「定住自立圏構想推進要綱」に基づく「中心市宣言」を行い、それを受け、

宇和島市を含む 1 市 3 町が「定住自立圏形成協定」を平成 29 年 3 月に締結しました。 

 その後、民間関係者で構成する「共生ビジョン懇談会」等を開催し、検討を重ね「定住自立圏共生ビジョン」

を策定しました。  

 

 
 
 
 
 

３.  定住自立圏共生ビジョン 

（１）定住自立圏共生ビジョンの目的 

定住自立圏構想推進要綱に基づき、 定住自立圏形成協定の内容を踏まえ、地域の活性化と発展を図るため、適切に役
割を分担しながら、圏域全体として目指すべき将来像及びその実現のために必要な具体的取組等を示すものです。 

 

（２）圏域の名称・構成市町 

名称は、「宇和島圏域定住自立圏」です。 
構成市町は、宇和島市を中心市とし、松野町・鬼北町・愛南町の１市３町となっています。 

 

（３）定住自立圏共生ビジョンの期間 

この定住自立圏共生ビジョンの計画期間は平成３０年度から令和４年度までの５年間とします。 
 

（４）協定に基づき推進する具体的取組 

構成市町が連携・協力し、４つの政策分野である「生活機能の強化」「結びつきやネットワーク
の強化」「圏域マネジメント能力の強化」「まち・ひと・しごと創生」から７分野２２項目の事業を取
り組みます。 
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定住自立圏共生ビジョンにおける具体的取組の実績報告 
 
 
 

１． 共生ビジョンにおける具体的取組の実績報告について 

 

定住自立圏の形成に関する協定書に基づき、各政策分野において推進する具体的取組事業における平成

31 年度の実績を報告します。 

政策分野 分野(分類) 協定事項 取組事項 
平成 31 年度 

備考 実施 

結果 

評価 

判定 

(1) 生活機
能の強化 

ア 医療 
高度医療・地域
医療ネットワーク
の充実 

①適正受診啓発事業 完 了 A  

②医療情報連携通信事業 完 了 Ｃ  

③看護師等人材確保促進事業 完 了 A  

イ 福祉 地域福祉の充
実 

④手話奉仕員等養成事業 完 了 Ｃ/Ａ ⇒総合Ｂ 

⑤意思疎通支援共同実施事業 完 了 A  

⑥障がい者(児)総合支援推進事業 中 止 Ｄ 
新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感
染拡大の影響
により中止 

⑦広域版地域包括ケアシステム構築事業 中 止 Ｄ 
新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感
染拡大の影響
により中止 

ウ 教育 

教育環境の充
実 ⑧不登校児童生徒支援事業 完 了 A 

 

生涯学習の充
実 ⑨図書館利用促進事業 完 了 Ａ 

 

エ 産業振
興 

商工業の活性化と
雇用の創出 ⑩創業・就業支援事業 完 了 Ｃ  

観光の活性化 

⑪スポーツ合宿等誘致事業 完 了 A  

⑫インバウンド対策事業 完 了 A  

⑬観光サイクリング推進事業 完 了 A  

⑭宇和島圏域観光イベント事業 完 了 A   

⑮宇和島圏域観光情報発信事業 完 了 Ｂ  

(2) 結びつき
やネットワーク
の強化 

ア 道路等
の交通インフ
ラの整備 

道路交通網の
整備 

⑯国道 56 号一本松・宇和島間整備促進
事業 完 了 Ａ  

(3) 圏域マネ
ジメントの強
化 

ア 宣言中
心市等にお
ける人材の
育成 

人材の育成・交
流 

⑰職員合同研修事業 中 止 D 
新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感

染拡大の影響

により中止 

⑱地域おこし協力隊合同研修事業 完 了 A  

(4) まち・ひ
と・しごと創
生 

ア 総合戦
略の推進 

総合戦略の推
進 

⑲移住・定住促進事業(移住フェア開催) 完 了 A  

⑳出会いの場創出事業(婚活イベント開催) 完 了 Ｃ/Ｂ ⇒総合Ｂ 

㉑結婚支援事業 完 了 Ｂ  

㉒児童魅力発信事業 完 了 A  

① 各事業の実施状況の詳細については、次ページ以降に掲載しております。 

② 評価規準については、P21 を参考にしてください。 
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（１） 生活機能の強化に係る政策分野 
 

ア 医療                                 【３項目】 

①適正受診啓発事業                     
 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
宇和島圏域の健全な医療体制を維持するため、園域の医療機関の機能・役割分担を周知する啓発チラシ
等を作成するもの。 

効 果 
圏域住民の医療機関に対する適正受診につなげ、二次・三次救急医療機関の負担を軽減することで、圏
域の救急医療体制を維持することができる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 
400 400 400 400 400 2,000 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 121（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 81 松野 4 鬼北 12 愛南 24 
 

圏域の医療機関の機能・役割分担を周知する啓発チラシ等を作成のうえ 

配布し、宇和島圏域の健全な医療体制の維持を図った。 

 
〇啓発資料発行数：57,500 枚 
（宇和島 39,200 松野 2,100 鬼北 5,200 愛南 11,000）  

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

医療機関の機能・役割等の

周知の実施。 
周知の実施 1 回以上／年 1 回実施／年 A 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 本年度事業を検証のうえ、来年度以降も継続して事業を実施する。 

 
②医療情報連携通信事業                  

 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
南予地域連携ネットワークシステム（きさいやネット）への加入促進とともに機能の充実を図ることに
よって、圏域住民に対し一貫した治療方針の下に切れ目のない医療体制を構築する。 

効 果 
医療情報のネットワーク化により地域医療の質の向上及び圏域住民へ効率的な医療の提供が可能とな
る。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

2,300 2,300 2,300 2,300 2,300 11,500 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 2,278（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 2,278 松野 0 鬼北 0 愛南 0 

きさいやネット利用者を対象としたアンケートを行い、運用 

改善に向けた意見の聴取とともに、新規開業や運営者等が変 

更した医療機関への訪問を行い、きさいやネットの説明と勧 

誘を実施している。 

○Ｈ31 年度 参加医療機関等 87（宇和島 59 松野 1 鬼北 8 愛南 10 他 9） 

H30 年度 参加医療機関等 87（宇和島 60 松野 1 鬼北 6 愛南 11 他 9） 

H29 年度 参加医療機関等 83（宇和島 57 松野 1 鬼北 7 愛南 10 他 8）      

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

きさいやネット参加（加入）

医療機関 
3 施設以上／年 2 施設／年 Ｃ 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 

地域の医師会及び紹介患者、逆紹介患者が多い医療機関を訪問し、きさいやネットの説明を行い、

利用機関の増加を図る。 

【
き
さ
い
や 

 

ネ
ッ
ト
イ
メ
ー
ジ
】 

 

【
啓
発
チ
ラ
シ
】 
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③看護師等人材確保促進事業 
 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
圏域内にて保健師助産師看護師法に基づき指定を受けた看護専門学校又は養成所等に対し運営費等を

支援する。 

効 果 高齢化社会において保健医療を担う看護師等の確保が図れる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 15,000 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 2,640（実績）  
※事業費内訳（実績） 

宇和島 2,640 松野 0 鬼北 0 愛南 0 

「宇和島看護専門学校」に対し運営費支援を行うとともに、市町の看護求人情報等を専門学校へ

周知し、圏域病院への看護師確保を図った。 

○H31 圏域内病院への就職者数 宇和島 12 人、鬼北 1 人 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

該当学校からの看護師等の

圏域内病院への就職者数 
12 人以上/年 13 人/年 A 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 本年度事業を検証のうえ、来年度以降も継続して事業を実施する。 
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イ 福祉                                 【４項目】 

④手話奉仕員等養成事業  
 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
意思疎通に支障のある聴覚障害者が、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、手話で
日常生活を行うのに必要な手話表現技術を習得し、奉仕員等として活動できる人を養成するための講
座を開催する。 

効 果 
共同で開催することにより、受講対象者の範囲が広がり、多くの手話奉仕員等の確保が可能となるとと

もに専門性の向上を図ることができる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

400 400 400 400 400 2,000 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 387（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 201 松野 62 鬼北 62 愛南 62 

奉仕員等として活動できる人を養成するための圏域手話奉仕員養成（入門・基礎）講座を開催。 
〇講座受講者数：20 人       ／ 奉仕員等登録者数：21 人 

（宇和島 14 松野 1 鬼北 3 愛南 2） （宇和島 16 松野 0 鬼北 2 愛南 3） 
【入門講座 42 時間（全 21 回）】 
・時 間：13：30～15：30 ・主会場：宇和島市総合福祉センター２階研修室 

日 程 内  容 日 時 内  容 
5 月 27 日 開講式・伝え合ってみましょう 8 月 26 日 一日のことを話しましょう 

6 月 3 日 伝え合ってみましょう 9 月 2 日 一カ月のことを話しましょう 

6 月 10 日 名前を紹介しましょう 9 月 9 日 一年のことを話しましょう 

6 月 17 日 家族を紹介しましょう 9 月 18 日 パーティのことを話しましょう 

6 月 24 日 数を使って話しましょう 9 月 30 日 聴覚障害者の生活 

7 月 1 日 手話の基礎知識 10 月 7 日 旅行のことを話しましょう 

7 月 8 日 趣味について話しましょう 10 月 21 日 病院のことを話しましょう 

7 月 17 日 仕事について話しましょう 10 月 28 日 学校のことを話しましょう 

7 月 29 日 住所を紹介しましょう 11 月 11 日 職場のことを話しましょう 

8 月 5 日 まとめ・コラム① 
11 月 18 日 

まとめ（選択学習）・コラム③ 

閉講式・交流会 8 月 19 日 聴覚障害の基礎知識 
 

【基礎講座 50 時間（全 25 回）】 
・時 間：19：00～21：00 ・主会場：宇和島市総合福祉センター２階研修室 

日 程 内  容 日 時 内  容 
5 月 13 日 表情豊かに、具体的に①表情・強弱・速度 8 月 26 日 両手や指をうまく使いましょう①同時性 

5 月 20 日 表情豊かに、具体的に②具体的表現（様子や形） 9 月 2 日 両手や指をうまく使いましょう②指の代理的表現 

5 月 27 日 表情豊かに、具体的に③具体的表現（動き）・まとめ 9 月 9 日 繰り返しの表現 

6 月 3 日 19 講座から 21 講座の復習 まとめ 9 月 18 日 ボランティア活動 

6 月 10 日 主語を分かりやすく①位置・方向（一対一で） 9 月 30 日 意味にあった手話 

6 月 17 日 障害者福祉の基礎 10 月 7 日 まとめ 

6 月 24 日 主語を分かりやすく②位置・方向（第三者を含んで） 10 月 21 日 基本文法のまとめ１ 

7 月 1 日 主語を分かりやすく③役割の切り替え 10 月 28 日 基本文法のまとめ２ 

7 月 8 日 主語を分かりやすく④指さし 11 月 11 日 ろう者の手話スピーチを見ましょう 

7 月 17 日 まとめ 11 月 18 日 みんなで話し合ってみましょう 

7 月 29 日 空間をうまく使いましょう①左右・前後の空間活用 11 月 25 日 まとめ(選択学習) 

8 月 5 日 空間をうまく使いましょう②上下空間等視線の活用 
12 月 2 日 

閉講式・交流会 

ろう者と話しあってみましょう 8 月 19 日 聴覚障害者活動と聴覚障害者福祉制度 
 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

講座受講者数 40 人/年 20 人 C 

奉仕員等登録者数 20 人/年 21 人 A 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 

本年度事業を検証のうえ、来年度以降も継続して事業を実施する。（今年度については、新型コロ
ナウィルスの影響を考慮して講座の開催を中止した。） 
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⑤意思疎通支援共同実施事業  
 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
意思疎通を図ることに支障がある障害者等に、手話通訳・要約筆記によって、障害者等とその他の人の
意思疎通を支援するために宇和島市が実施している手話通訳者及び要約筆記者派遣事業を関係市町で
共同実施するもの。 

効 果 
共同で実施することにより通訳者の確保も広域で行うことができ、効率的な派遣体制の整備を行うこ
とができる。また広域による取組により、事業に携わる通訳者の増加が見込まれ、人材育成の面でも効
果が期待でき安定的な支援体制の強化を図ることができる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

5,550 5,550 5,550 5,550 5,550 27,750 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 5,039（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 4,853 松野 0 鬼北 0 愛南 186 

効率的な派遣体制を確保するとともに、安定的な支援体制の強化を図るため、圏域内の手話通訳

者及び要約筆記者派遣事業を関係市町で共同実施している。 

○手話通訳者等の派遣回数 

 579 回（宇和島 545 松野 0 鬼北 0 愛南 34 ） 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

手話通訳者等の派遣回数 450 回/年 579 回/年 A 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 本年度事業を検証のうえ、来年度以降も継続して事業を実施する。 

 
⑥障がい者(児）総合支援推進事業 

 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 
事 業 概 要 

圏域の社会資源の整理を行い、地域活動支援センター、児童発達支援事業所等の既存施設の広域利用や

地域生活支援拠点、児童発達支援センター等の中核となる拠点施設の整備についての検討を行い、総合

的な支援体制の強化を図る。 

効 果 

共同で実施することで施設の有効利用を促進することや安定的な運営を行うことができ、サービスの
充実を図ることができる。また、専門職員の確保による専門性の強化、人材確保、安定的な支援体制の
整備も見込める。 
社会資源が限られる中、圏域が一体となって必要とされる拠点施設等の効率的な整備・運用を目指す。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

0 400 400 400 400 1,600 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） ―（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島― 松野― 鬼北― 愛南― 

令和 2 年 3 月に、関係市町の障がい者（児）の総合支援の推進等について確認・検証を行い、次
年度以降の具体的な取り組みにつなげるための協議を実施する予定であったが、新型コロナウィ
ルス感染症の影響により開催を見合わせた。 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績 当該年度実施評価 
支援体制の強化に向けた協
議 年１回以上開催 0 回開催/年 D 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 新型コロナウィルスの影響も考慮し、事業継続を含めて検討する。 

 
 



７ 

⑦広域版地域包括ケアシステム構築事業  
 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮ら
しを人生の最期まで続けることができるよう、地域の包括的な支援・サービス提供体制（地域包括ケア
システム）の構築を圏域内で推進するもの。 

効 果 
医療介護連携については市町単位での検討と合わせて広域での仕組み作りも必要とされており、関係

市町が連携協議しながら仕組みを構築することで、圏域の高齢者の重層的な支援が可能となる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

500 800 800 800 800 3,700 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 16（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 16 松野 0 鬼北 0 愛南 0 

1 市 3 町での合同研修会を下記のとおり予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大の恐れ
から中止とした。※事業費は、準備に要した費用のみ。 

≪当初予定≫ 
〇日 時：令和 2 年 3 月 21 日（土）13：00～15：30 
〇会 場：三間町保健センター 
〇テーマ：何のための医療介護連携・多職種連携？ 

～在宅医療介護連携で目指すもの、その先の地域との連携とは～ 
〇講 師：・済生会新潟病院検診センター副センター長 斎川 克之先生 
     ・新潟市保健衛生部 地域医療推進課 関根 伴和先生 
〇参加者：行政職員（保健師、事務職員）医師、看護師、ケアマネなど 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

合同研修会の実施 年１回以上開催 未開催 D 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 

来年度以降も継続して事業を実施する。（令和 2 年度においては、新型コロナウィルスの影響を

考慮しながら、事業の実施を検討する。） 

 

 

  



８ 

ウ 教育                                 【２項目】 

⑧不登校児童生徒支援事業  
 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
宇和島市の児童生徒支援施設「宇和島市こども支援教室わかたけ」について、受入れ対象地域を本圏域

まで拡大し、圏域在住の児童生徒も利用できるようにするもの。 

効 果 
受入れ対象地域を拡大することにより、これまで施設を利用することができなかった宇和島市以外の

圏域内児童生徒にも自立のための支援を行うことができるようになり、学校復帰のチャンスを高める

ことができる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

9,628 9,628 9,628 9,628 9,628 48,140 

実 施 状 況 

 
平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 9,653（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 7,612 松野 338 鬼北 884 愛南 819 

「宇和島市こども支援教室わかたけ」の受入れ対象を圏域内児童まで拡大し、施設を運営。 

〇利用児童数：20 人（宇和島 16 松野 0 鬼北２愛南２） 

〇復帰・改善した児童数：1３人（宇和島 10 松野 0 鬼北２愛南 1） 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

復帰・改善がみられた児童・

生徒の割合 
復帰・改善の割合 50％ 65％ A 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 

圏域内での利用実績もあり、かつ児童生徒の自立支援の向上に寄与することから、継続して事業

を実施する。 

 
⑨図書館利用促進事業  

 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
宇和島市立図書館の利用対象者を本圏域住民まで拡充するもの。将来的には圏域内すべての図書館の

利用を圏域住民が利用できるよう検討していく。 

効 果 圏域住民の図書館における利用の利便性を高めるとともに、学習環境の向上を図る。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

200 200 200 200 200 1,000 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 200（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 200 松野 0 鬼北 0 愛南 0 

「宇和島市立図書館」を圏域内住民まで拡大（宇和島市への通勤・通学者以外も利用可能とする）

し運営。 

〇拡充のための図書の購入数：130 冊 

〇3 町登録者数：1,240 人（平成 31 年度末） ※平成 30 年度末 1,093 人 

        （松野 106、鬼北 1,034、愛南 100 参考：宇和島 34,118） 

⇒ 13％増加/年（147 人増加/年） 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

市立宇和島図書館における

３町の登録者数 
各年 10％増加 13％増加/年 Ａ 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 圏域内での利用実績もあり、継続して事業を実施する。 

 



９ 

エ 産業振興                               【６項目】 

⑩創業・就業支援事業 
 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
国の認可を受けた「創業支援事業計画」に基づき、連携して圏域内の創業支援を行っていくもの。具体

的には、創業セミナーや創業相談窓口の設置を行い、創業者の掘り起こしを図る。 

効 果 
圏域内での創業環境が整備されることにより、創業しやすい環境作りが図られる。結果、圏域内の事業

者数低下に歯止めがかかることが期待でき、就業や収入確保の場が保たれる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 22,500 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

 

 

事業費（千円） 6,857（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 6,857、松野 0、鬼北 0、愛南 0 

創業セミナーの開催や創業相談窓口の設置を行い、創業者の掘り起こしを行う。 
※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、それぞれ中止回あり。 

【創業セミナー】（6 回／定員：30 人） 

〇参加者：延べ参加者数 79 人（宇和島 74、松野 3，鬼北 2、愛南 0） 

〇内 容：創業に必要不可欠な知識全般をわかりやすく習得するとともに、「マーケティング」「収益

計画・資金繰り」「創業のポイント」など、経営についての具体的なノウハウやスキルを

身につける実践的なセミナー。 

日 程 テーマ 

２月 5 日 
マーケティング基本編 

企業の成否を決める事業コンセプトのつくり方 

２月 20 日 
数字で事業を整理する！ 

収益計画・資金繰り計画のつくり方 

２月 26 日 
宇和島市で創業した先輩から学ぶ！ 

創業のポイントとコツ 

３月４日 

【中止】 
売り上げをつくる実行戦略のつくり方 

３月５日 

【中止】 

マーケティングからの戦略組み立て 

絶対にすべきことと絶対にやってはいけないこと 

３月 11 日 

【中止】 

面接時間３分でミスマッチを防ぐ 

「募集・採用・面接」のやり方 
  

【情報発信セミナー】（3 回／定員 30 人） 

〇参加者：14 人（宇和島 14、松野０，鬼北０，愛南 0） 

〇内 容：企業の経営者や担当者を対象とした企業情報発信に必要

な知識や情報、ブランディングやＳＮＳの活用について

具体的なスキルやノウハウを習得できるセミナー。 

創業者創出数 8 人（宇和島 7、松野 0、鬼北 1、愛南 0） 

日 程 テーマ 

２月 19 日 圧倒的価値を生むブランディングとは 

～ポジショニングで強みの明確化～ 

３月 18 日 

【中止】 

本当に集中すべきことは何か？ 

～ターゲットの明確化で差別化を加速させる～ 

３月 26 日 

【中止】 

LINE や SNS ツールを活用して自社のファンを増やそう 

～採用やサービス強化のための情報発信方法～ 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

創業者創出数 １６人/年 ８人/年 Ｃ 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 本年度事業を検証のうえ、来年度以降も継続して事業を実施する。 

【各セミナーのチラシ】 



１０ 

⑪スポーツ合宿等誘致事業  
 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、愛南町 

 事 業 概 要 
宇和島圏域にあるスポーツ・文化施設等を有効に活用するとともに、自治体や宿泊施設などの民間団体
が互いに連携のうえ、高校・大学・実業団等のスポーツ・文化合宿誘致の促進を図る。 

効 果 
高校・大学・実業団等のスポーツ・文化合宿誘致の促進を図り、交流人口の拡大や観光振興、地域経済
の活性化に資するとともに、圏域を広く PR することができる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

1,000 2,000 2,000 2,000 2,000 9,000 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 1,000（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 500 松野 0 愛南 500 

合宿誘致の促進を図るため、関西方面の高校・大学・団体・ 

エージェント訪問を実施。 

【営業先等】 

日 程 営業地域 対 象 

10 月 9 日～11 日 大阪・京都 大学 7、エージェント 12 
 
〇圏域におけるスポーツ合宿等の延べ宿泊数 

 2,609 泊/年（宇和島 867 松野 0 愛南 1,742） 
 
 
 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 
圏域におけるスポーツ合宿
等の延べ宿泊数 

2,500 泊以上/年 2,609 泊/年 A 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 これまでの実績や今後の市場を検証のうえ、見直しを図る予定。 

 
  

【PR 冊子】 
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⑫インバウンド対策事業 
  

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
外国人観光客の受入体制のさらなる強化を図るため、宇和島圏域の飲食店のメニュー表の多言語化支

援など、圏域全体で官民におけるインバウンド対策を実施する。 

効 果 
外国人旅行者をターゲットに事業を実施することで、これまでなかった新たな消費（外貨の獲得）が可

能となり、国内旅行者を対象とした旅行商品以外の商品開発の可能性も出てくる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

800 800 800 800 800 4,000 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 2,611（実績） 
※事業費内訳（実績） 

県補助 1,300 宇和島 655 松野 123 鬼北 197 愛南 336 

（１）旅行関連フリーペーパーへの掲載 
 東アジアの旅行会社や国内外のゲートウェイに
配布・設置するフリーペーパーへ、圏域の観光情
報を掲載。 
①フリーペーパー：Good luck trip 地球の歩き方 
②発行部数：40,000 部 
③配布・設置場所： 
・国外 5 ヵ国 65 社の旅行会社 

（台湾、香港、タイ、シンガポール、マレーシア） 
 ・国内 78 箇所（空港、駅、ホテル、観光案内所等） 

④掲載ページ：カラー全４ページ 
 
（２）台湾インフルエンサーを招へいしたファムツアー 

 松山空港に台湾直行便が就航し、今後見込まれる台湾からの訪日客を獲得するため、知名度向上
等のＰＲを目的に台湾インフルエンサーを活用したファムツアーを実施した。 
①インフルエンサー：Lillian M（Youtuber）、跳躍的宅男（ブロガー） 
②閲覧数（Ｒ2.3 月末）：Youtube 約 12,000 回、ブログ 約 14,000 回 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

インバウンド対策に
取り組んだ事業者数 10 社以上／年 21 社／年 A 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 本年度事業を検証のうえ、来年度以降も継続して事業を実施する。 

 

  



１２ 

 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 
事 業 概 要 

圏域の魅力的な観光スポットを巡るサイクリングコースを開発するとともに、サイクリストが求める

施設や設備の整備を検討する。 

観光情報を各市町が連携し、効果的な情報発信に努める。 

効 果 
サイクリングによる観光はいまだ開発途上であり、圏域のサイクリングコースが確立されることで、圏

域全体での地域経済の活性化や交流人口の拡大、観光振興の向上に資することができる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

800 800 800 800 800 4,000 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 792（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 396 松野 74 鬼北 119 愛南 203 

中四国エリアをカバーしているタウン情報誌へ 

圏域サイクリング関連広告記事を掲載。 

①発行部数：23 万部 

②発行時期：令和 2 年 1 月号 

③発行エリア：広島、岡山、香川、徳島、高知、愛媛 

④掲載ページ：特集西日本おでかけマンスリー 

 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

サイクリストの観光施設等

への立ち寄り数（サイクリ

ングイベントの参加含む） 

５０人以上/年 715 人/年 A 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 事業効果を検証のうえ、見直しを図る予定。 

 
  

⑬観光サイクリング推進事業  



１３ 

⑭宇和島圏域観光イベント事業  
 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
圏域の特産品販売やステージ、体験コーナーなどを行うイベントを開催するもの。併せて観光情報 PR

も行い、各市町の連携により、効果的に観光情報の発信を行う。 

効 果 
圏域の連携によるイベントを実施することで、各市町の負担が軽減されるとともに、効果的な観光情報

の発信を行うことができる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

3,500 3,500 3,500 3,500 3,500 17,500 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 3,500（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 1,750 松野 327 鬼北 527 愛南 896 

圏域への誘客促進及び交流人口の拡大を目的に、 

各市町が実施するイベントに負担金を支出し、 

周知広報、内容の充実を図った。 

 対象とするイベントには圏域協議会ブースを設置 

し、連携した活動と圏域内周遊を図る取り組みを 

行った。 

○対象イベント 

・鬼北町「でちこんか」（10 月 13 日（日）） 

   来場者数 24,000 人（前年度比 1,000 人増） 

・愛南町「愛南まるゴチ 秋の味覚祭」（10 月 20 日（日）） 

   来場者数 15,000 人（前年度比 5,000 人増） 
 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

イベント入込客数 3,000 人以上/回 6,000 人増 Ａ 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 事業効果を検証のうえ、見直しを図る予定。 

 
  



１４ 

⑮宇和島圏域観光情報発信事業  
 

 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 
事 業 概 要 

本圏域の知名度は全国的にまだまだ低く、観光に関する情報発信が不足している。圏域の各市町が連携

し、魅力的な観光資源や観光情報を戦略的・効果的に発信し、大都市圏をはじめとした県外、あるいは

松山圏域などをターゲットとした旅行客の獲得を図る。 

効 果 
圏域全体を面としてとらえ、各観光資源を効果的に発信するとともに、圏域全体での地域経済の活性化

を主として、交流人口拡大や観光振興の向上に資することができる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

1,440 1,440 1,440 1,440 1,440 7,200 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 1,288（実績） 
※事業費内訳（実績） 

県補助 282 宇和島 503 松野 94 鬼北 151 愛南 258 

圏域の魅力的な観光資源を発信し、松山圏域などをターゲットとした旅行客の獲得を図った。 

情報発信の概要 

項 目 発 信 時 期 

広報まつやまへの掲載 5・7・8・11 月号 

動画放映（松山市内電車内ビジョン） ８月 1 日から 8 月 31 日 

〃  （ＪＲ松山駅デジタルサイネージ） 8 月 5 日から 9 月 29 日 

〃  （松山空港ビジョン） 8 月 1 日から 8 月 31 日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

圏域における観光入込客数 各年 480 万人以上 362 万人/年 Ｂ 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 

例年実施している内容に加え、デジタル広告、デジタルマーケティングにも取り組む。 

【広報まつやま】 【PR 動画】 



１５ 

ア 道路等の交通インフラの整備                    【１項目】 

⑯国道 56 号一本松・宇和島間整備促進事業 
  

事業の計画内容                       【関係市町】宇和島市、愛南町 

 
事 業 概 要 

宇和島市と愛南町の 2 市町で設立している「国道 56 号一本松・宇和島間整備促進協議会」において、

愛媛県とも連携をとりながら、四国横断自動車道「津島道路」の整備推進並びに「内海～宿毛間」の早

期事業化の促進、また国道 56 号等日常生活で不可欠な主要幹線道路の整備推進要望活動を行う。 

効 果 
四国横断自動車道の更なる延伸や国道等の主要幹線道路の整備推進により、交通の安全性や利便性の

向上が図られ、本圏域の発展に繋がる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

300 300 300 300 300 1,500 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 300（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 230 愛南 70 

四国横断自動車道「津島道路」の整備推進並びに「内海～宿毛間」の早期事業化の促進、また国道 56

号等日常生活で不可欠な主要幹線道路の整備推進要望活動を実施。 

日 程 要望先 

7 月 8 日 愛媛県知事 

7 月 9 日 大洲河川国道事務所長 

7 月 10 日 四国地方整備局長（高松） 

7 月 29 日 国土交通省（東京） 

○当協議会による道路要望回数（平成 31 年度） 4 回 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

当協議会による道路要望回

数 
４回以上/年 4 回/年 A 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 

四国横断自動車道の更なる延伸等については、圏域の重要施策であることから、翌年度以降も継続し

て事業を実施する。 

 

 

 

 

 

 

（２） 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 



１６ 

ア 宣言中心市等における人材の育成                  【２項目】 

⑰職員合同研修事業  
 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
関係市町職員の能力向上を図るため合同研修を実施するもの。 
なお、研修内容等に関しては関係市町の意見を踏まえて決定する。 

効 果 合同研修により、職員の圏域における政策能力等の向上が期待できる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

300 300 300 300 300 1,500 

実 施 状 況 

 
平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） － 
※事業費内訳（実績） 

宇和島－松野－鬼北－愛南－ 

【事業中止】令和 2 年 3 月 3 日に「政策形成能力向上」をテーマに合同研修を実施する予定であ
ったが、前日に圏域内（愛南町）で新型コロナウィルスの感染者が確認されたため、感染拡大防
止の観点から当該研修を中止とした。 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 
合同研修の開催 １回以上／年 － D 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 

来年度以降も継続して事業を実施する。（令和 2 年度においては、新型コロナウィルスの影響を

考慮しながら、事業の実施を検討する。） 

 
⑱地域おこし協力隊合同研修事業  

 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
地域おこし協力隊 OB や地域活性化に特化した人材等を講師として招き、圏域の地域おこし協力隊が合
同で研修を実施するもの。講師から助言をいただきながら自身の活動内容を振り返り、今後の活動の展
開・任期満了後の身の振り方を整理するとともに、圏域内の協力隊同士の交流促進も図る。 

効 果 
合同で実施することにより、効率的に研修を進められるとともに、各圏域内の協力隊の交流と政策能力
等の向上が期待できる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 
100 100 100 100 100 500 

実 施 状 況 

 

平 成 3 1 度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 104（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 104 松野 0 鬼北 0 愛南 0 

各圏域内の協力隊の交流と政策能力等の向上を図ることを目的に、地域活性化に特化した人材等

を講師として招き、圏域の地域おこし協力隊による合同の研修会を実施した。 

〇日 時：10 月 29 日（火）13:00 ～ 10 月 30 日（水）15:00 

〇会  場：みまきガーデン（宇和島市津島町御内） 

〇参加者：宇和島圏域地域おこし協力隊員 13 名（宇和島市 4、松野町 6、鬼北町 1、愛南町 2） 

〇内 容：圏域内の地域おこし協力隊員の合同研修 
 

 
 

 
 
 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

合同研修の開催 １回以上／年 1 回開催 A 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 

本年度事業を検証のうえ、来年度以降も継続して事業を実施する。（令和 2 年度においては、新型

コロナウィルスの影響を考慮しながら、事業の実施を検討する。） 

（３） 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

【
研
修
会
の
状
況
】 



１７ 

ア 総合戦略の推進                         【４項目】 

 
⑲移住・定住促進事業（移住フェア開催）  

 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
都市部での移住フェア開催に関し、愛媛県とも連携を図りながら、圏域単独での移住フェアを開催し、

より可能性の高い移住希望者の獲得を図る。 

効 果 

これまで単独で行ってきた都市部での移住フェア開催を、同じ自然や文化を持ち繋がりの深い本圏域

として連携し開催することで、個々が持つ魅力や特色の幅を広げ、より強力的に田舎の良さを PR でき

る。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 9,500 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 1,310（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 799 松野 209 鬼北 204 愛南 98 

圏域 4 市町が連携し、よりテーマを絞り込んだ魅力と特色の発信を行 

い、移住者を呼び込み、圏域全体の一体的な活性化を推進するため合 

同移住フェアを開催。 

フェアでは各市町への移住を検討している方や、田舎暮らしに興味が 

ある方などを対象に、移住相談会を実施した。 

〇日 時：12 月 21 日（土）12：30～15：30 

〇会 場：ふるさと回帰支援センター 

（東京都千代田区有楽町 2-10-1 東京交通会館 8 階） 

〇参加者（来場者）：20 名（17 組） 

〇概 要：海暮らし・山暮らしをテーマに、行政職員、地域おこし協力隊、 

先輩移住者等による個別移住相談会を実施。来場者には、愛媛の 

旬の味覚をプレゼント。都会の中で田舎の魅力を発信した。 

 

 

 
 

 

 

〇移住相談窓口を介し移住した移住者（組）数（平成 31 年度） 

 44 名（27 組）（宇和島 21（16）松野 18（8）鬼北 5（3）愛南 0（0）） 

 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

移住相談総合窓口を介し移

住した移住者（組）数 
10 組／年 27 組／年 A 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 

本年度事業を検証のうえ、来年度以降も継続して事業を実施する。（令和 2 年度においては、新型

コロナウィルスの影響を考慮しながら、事業の実施を検討する。） 

  

（４） まち・ひと・しごと創生に係る政策分野 

【移住フェアの状況】 



１８ 

⑳出会いの場創出事業（婚活イベント開催）  
 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 圏域の魅力的な資源を活用するとともに、民間の感性を取り入れた婚活イベントを実施する。 

効 果 
圏域が持つ地域の魅力を活用し、男女の出会いの場を提供するとともに、本地域を広くＰＲすることが

出来る。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 6,500 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 1,300（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 1,000・松野 100・鬼北 100・愛南 100  
 

圏域の魅力的な資源を活用した婚活イベントを実施。 
【第 1 回 サンセットクルーズでつなぐ縁】  
  日 時：９月１5 日 15：30～20：30 

参加者：男性 14 人・女性 12 名 （宇和島 17 松野 3 鬼北 4 愛南 0 他 2） 
  会 場：盛運汽船、宇和島商工会館 等 
  内 容：宇和海のサンセットクルーズを体験して交流を深める。 
  成立カップル：4 組 
 
 
 

【第 2 回 虹の森公園でつなぐ縁 in 松野町】  
日 時：12 月 1 日 14：00～18：30 
参加者：男性 15 人・女性 13 人募集（宇和島 12 松野 3 鬼北 2 愛南 3 他 8） 

  会 場：松野町山村開発町民センター、虹の森公園 
  内 容：虹の森公園のガラス工房でサンドブラスト体験や 

おさかな館でのペンギンとのふれあいや大水槽の 
魚へ餌やり体験を通して交流を深める。 

  成立カップル：７組 
 
 

【第３回 いちご狩りでつなぐ縁 in 鬼北町】  
日 時：3 月 3 日 13： 00～18：00 
参加者：男性 14 人・女性 12 人（宇和島 15 松野 3 鬼北 0 愛南 3 他 5） 
会 場：鬼北町中央公民館、あかまつ農園 

  内 容：いちご狩りやスイーツを食べながら交流を深める。 
成立カップル：6 組 
 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

婚活イベント参加者数 120 人／年 80 人/年 C 

婚活イベントを介し、成立

したカップル組数 
20 組／年 17 組/年 B 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 

本年度事業を検証のうえ、来年度以降も継続して事業を実施する。（令和 2 年度においては、新型

コロナウィルスの影響により事業の実施を中止した。） 

  

委託先 

：宇和島商工会議所 



１９ 

㉑結婚支援事業 
 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町、愛南町 

 事 業 概 要 
うわじまＭＩセンター運営要綱に基づき設置する結婚推進員を 3 町まで拡大設置し、イベント等も実

施しながら、圏域全体で結婚の推進と、結婚に関する機運の醸成を図る。 

効 果 
宇和島市を中心に本圏域まで範囲を広げ連携することで、より多くの出会いの機会と、お引き合わせの

増加が見込まれ、成婚が増えることで人口減少対策の一助となることが期待できる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 7,500 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 809（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 809・松野 0・鬼北 0・愛南 0   

結婚推進委員を圏域まで拡充のうえ、委員 32 人（うち鬼北町 2 人・愛南町１名）での運営を開

始し、圏域全体での結婚支援の推進を図っている。 

【うわじまＭＩセンターの概要】 

項 目 内 容 

ご相談 結婚相談員がご相談に応じる。 

会 員 

登 録 

会員に登録できる方は結婚を希望する 50 歳までの独身

男女。(入会金、年会費等無料) 

お相手

探 し 

登録すれば、異性登録者のプロフィールを閲覧できる。

（登録者の中からお相手探しのお手伝いする） 

お見合 
お相手が了承すれば、お見合が成立。（相談員またはボラ

ンティアの結婚推進委員立会いのもと、お見合をする） 

ご交際 お付き合いが始まった後もセンターがサポートする。 

○引き合わせ 77 組 

（引き合わせ男女 154 人（宇和島 97 名 松野 0 名 鬼北 11 名 愛南 9 名 他 37 名 ）） 

 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 

当該事業による圏域全体で

の引き合わせ組数 
100 組／年   77 組／年 Ｂ 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 本年度事業を検証のうえ、来年度以降も継続して事業を実施する。 

 

 

 

 

 

 
  



２０ 

㉒児童魅力発信事業  
 

事業の計画内容                【関係市町】宇和島市、松野町、鬼北町 

 事 業 概 要 
地域の宝である子ども達に圏域の良さを伝え、誇りに思う気持ちを育てるとともに、圏域の魅力を情報

発信できる子どもたち（子ども観光大使）を育てる事業を実施するもの。 

効 果 
子どもたち自身が体験し、その魅力を県内外で発信することによる本圏域のＰＲ効果と、ふるさとに愛

着を持ち、将来の定住促進に繋がる可能性が期待できる。 

事 業 費 見 込 
（千円） 

平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合 計 

900 900 900 900 900 4,500 

実 施 状 況 

 

平成 31 年度 

実 施 結 果 

事業費（千円） 900（実績） 
※事業費内訳（実績） 

宇和島 700 松野 100 鬼北 100 愛南－ 

圏域の魅力を体験学習通じて、学び・発信できる子どもを育て、また郷土 

愛と誇りを醸成する「うわじま圏域観光大使事業」を実施している。 

【事業目的：宇和島圏域を誇りに思う子を育てたい】 
〇宇和島圏域はよいところがたくさんある 

「うわじま圏域子ども観光大使事業」は、それらを知り・体験する事業。 

〇子どもたちが体験する→発信する 

地域のよさを伝え、発信することで、よりよいまちづくりを目指す。 

〇より好きになり、誇りを持つようになる 

これらの活動を進めることで、子どもたちは圏域をより好きになり、誇りをもつようになる。  

【事業の概要】（平成 3１年度） 

日 程 内 容 会場（地域） 参加数 

4 月 20 日 開講式・基礎講座 宇和島市 53 人 

4 月 20 日 田植えをしよう 宇和島市 43 人 

5 月 25 日 魚の養殖について学ぼう 宇和島市 17 人 

6 月  ８日 泉貨紙を使って渋染めをしよう 鬼北町 35 人 

6 月 15 日 じゃこ天作りをしよう 宇和島市 39 人 

7 月 1５日 マダイの稚魚を放流しよう 宇和島市 20 人 

７月 29 日 キャニオニングを体験しよう 松野町 19 人 

8 月 19 日 俳句作りをしよう 宇和島市 17 人 

8 月 21 日 稲刈りをしよう 宇和島市 22 人 

8 月 26 日 愛媛県知事を表敬訪問しよう 松山市 18 人 

８月 27 日 マダイの養殖を丸ごと体験しよう 宇和島市 8 人 

9 月 28 日 マダイの新商品を開発しよう 宇和島市 19 人 

10 月 19 日 松野黄金芋を調理しよう 松野町 16 人 

10 月 22 日 真珠玉出しとアクセサリー作りをしよう 宇和島市 25 人 

10 月 26 日 柚子狩りをしよう 鬼北町 17 人 

11 月 ９日 みかん狩りをしよう 宇和島市 20 人 

12 月 7 日 鯛めし作りをしよう 宇和島市 24 人 

１月 25 日 ブラッドオレンジを収穫しよう 宇和島市 15 人 

2 月 18 日 うわじま圏域子ども観光大使第６期生認定式 宇和島市 53 人 
 

 

【子ども観光大使認定人数】53 人（児童内訳：宇和島 45 人、鬼北５人、松野 3 人） 

重要業績評価
指標（KPI） 

指 標 目標値 当該年度実績値 当該年度実施評価 
うわじま圏域子ども観光大
使認定人数 

40 人／年 53 人／年 Ａ 

翌年度以降の 
取 組 み 方 針 

本年度事業を検証のうえ、来年度以降も継続して事業を実施する。（令和 2 年度においては、新型

コロナウィルスの影響により開催回数を縮小して実施中。） 



２１ 

２．共生ビジョンの進捗管理等について 
 

（１）進捗管理について 

定住自立圏共生ビジョンで提示したとおり、進捗管理については、各年、行うこととしており、その

中で、設定した成果指標（KPI）をもとに事業の検証と検討を行ってまいります。 

なお、事業の検証については、下記の評価基準のとおり事業の評価を行います。 

   

【評価の基準】 

判定 内容 備考 

A 
予定どおり事業を実施（完了）し、十分な成果達成されて

いる。 
 

Ｂ 
一部課題があるものの、概ね予定どおり成果が達成されて

いる。 

 

C 事業は実施しているが、成果が達成されていない。 
 

D 予定していた事業が実施されていない。  

 
 
 
（２）宇和島圏域定住自立圏共生ビジョン懇談会について 

  上記（1）については、各年、「宇和島圏域定住自立圏共生ビジョン懇談会」へ報告のうえ、時代のニ

ーズや社会情勢の変化に応じて、委員の意見を幅広く反映したうえで、事業の新設・変更（拡充）・廃

止等を行って参ります。 

 


